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土方 周

ビスホスホネート製剤と歯科治療

合
は
、
処
方
医
と
十
分
な
対
診
を
行
い
、
Ｂ
Ｐ
の
内

服
を
一
時
中
止
し
、
抜
歯
等
の
外
科
的
処
置
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
服
用
の
期
間
が
３
か
月
未
満
の
場
合
は
、

処
方
医
と
対
診
の
上
、
服
用
の
中
止
を
せ
ず
に
、
外

科
的
処
置
が
可
能
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｐ
を
内
服
し
て
い
る
場
合
は
、
注
射
に
よ
る
投

与
よ
り
、
顎
骨
壊
死
、
顎
骨
骨
髄
炎
の
発
生
リ
ス
ク

は
非
常
に
低
い
も
の
の
、
投
与
期
間
、
コ
ル
チ
ス
テ

ロ
イ
ド
療
法
の
併
用
、
全
身
的
な
状
態
な
ど
に
よ
り
、

顎
骨
壊
死
の
リ
ス
ク
は
上
昇
す
る
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

現
在
、
日
本
で
販
売
さ
れ
て
い
る
Ｂ
Ｐ
の
製
品
名

と
製
薬
会
社
を
、
別
表
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

今年１月、骨粗しょう症の代表的な薬、ビスホスホネート製剤を使用
している患者さんに歯科治療後、顎骨壊死の副作用が出ているという
ニュースが報道されました。

◆注射剤（主に悪性腫瘍の治療のために使用）

製品名 製造販売
アレディア

オンクラスト

ティロック

ビスフォナール

ゾメタ

ノバルティスファーマ

万有製薬

帝人ファーマ

アステラス製薬

ノバルティスファーマ

◆経口剤（主に骨粗しょう症の治療に使用）

製品名 製造販売
ダイドロネル

フォサマック

ボナロン

アクトネル

ベネット

大日本住友製薬

万有製薬

帝人ファーマ

味の素（販売：エーザイ）

武田薬品工業（提携：ワイズ）

＊ ＊「
骨
粗
し
ょ
う
症
薬
で
顎あ

ご

骨
壊
死
」

歯
科
治
療
後
、
副
作
用
全
国
で
30
人

今
年
１
月
４
日
の
、
読
売
新
聞
の
記
事
は
、
歯
科

医
の
私
に
と
っ
て
は
非
常
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な

見
出
し
で
し
た
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
代
表
的
な
薬
「
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ

ー
ト
製
剤
（
以
下
Ｂ
Ｐ
）」
を
使
用
し
て
い
る
患
者

さ
ん
に
、
抜
歯
後
の
穴
が
埋
ま
ら
ず
、
骨
が
露
出
し

た
り
、
炎
症
が
悪
化
し
て
骨
が
腐
る
顎
骨
壊
死
や
顎

骨
骨
髄
炎
の
副
作
用
が
出
て
い
る
と
い
う
内
容
の
記

事
で
し
た
。

Ｂ
Ｐ
使
用
を
必
ず
歯
科
医
師
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
！

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
で

Ｂ
Ｐ
を
投
与
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
が
、
歯
医
者
で

歯
を
抜
く
の
は
、
危
な
い
と
大
騒
ぎ
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
Ｂ
Ｐ
に
よ
る
顎
骨
壊
死
に
つ
い
て
、
正
し
く

理
解
し
対
応
す
る
こ
と
で
す
。

大
切
な
の
は
、
自
分
が
Ｂ
Ｐ
製
剤
を
使
用
し
て
い

る
か
、
し
て
い
な
い
か
を
十
分
に
理
解
し
て
、
歯
科

治
療
に
際
し
て
歯
科
医
師
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。

日
本
歯
科
医
師
会
、
神
奈
川
県
歯
科
医
師
会
で
は
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
早
期
に
対
応
し
、
Ｂ
Ｐ
と
顎

骨
壊
死
の
関
係
に
つ
い
て
会
員
に
向
け
て
注
意
を
喚

起
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｐ
と
は
ど
う
い
う
薬
か

Ｂ
Ｐ
は
、
昔
、
水
道
管
の
水
垢
取
り
に
用
い
ら
れ

た
薬
剤
で
、
１
９
６
０
年
代
に
骨
の
吸
収
を
抑
制
す

る
効
果
が
報
告
さ
れ
、
臨
床
的
応
用
の
研
究
が
進
み
、

＊＊ 現
在
、
悪
性
腫
瘍
に
よ
る
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
、
乳

癌
の
溶
骨
性
骨
転
移
、
骨
パ
ジ
ェ
ッ
ト
病
、
骨
粗
し

ょ
う
症
の
治
療
に
処
方
さ
れ
て
い
ま
す
。

悪
性
腫
瘍
に
よ
る
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
、
乳
癌
の

溶
骨
性
骨
転
移
の
患
者
さ
ん
に
対
し
、
骨
痛
の
抑
制

と
癌
の
骨
転
移
に
伴
う
骨
折
の
防
止
の
目
的
で
注
射

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｂ
Ｐ
は
骨
粗
し
ょ
う
症
の
第
一
選
択
薬
と

し
て
広
く
使
用
さ
れ
、
多
く
の
場
合
、
内
服
で
処
方

さ
れ
ま
す
。
骨
量
を
増
加
さ
せ
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に

伴
う
骨
折
の
予
防
に
は
、
大
変
有
用
な
薬
剤
で
す
。

日
本
で
は
骨
粗
し
ょ
う
症
の
患
者
は
約
１
０
０
０

万
人
い
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
う
ち
１
０
０
万
人
以
上

が
治
療
の
た
め
に
、
こ
の
Ｂ
Ｐ
を
使
用
し
て
い
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

注
射
で
Ｂ
Ｐ
を
投
与
さ
れ
て
い
る
人
は

悪
性
腫
瘍
の
治
療
の
た
め
に
注
射
で
Ｂ
Ｐ
を
投
与

し
て
い
る
場
合
は
、
顎
骨
壊
死
の
リ
ス
ク
が
非
常
に

高
く
、
安
易
に
抜
歯
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、
骨
へ
の
侵

襲
を
伴
う
歯
周
外
科
手
術
は
で
き
ま
せ
ん
。

処
方
医
と
対
診
の
上
、
Ｂ
Ｐ
を
中
止
し
た
り
、
外

科
的
侵
襲
の
少
な
い
歯
科
治
療
が
選
択
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
外
科
的
な
処
置
を
す
る
、
し
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
、
常
に
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。Ｂ

Ｐ
を
内
服
し
て
い
る
人
は

骨
粗
し
ょ
う
症
の
治
療
の
た
め
に
Ｂ
Ｐ
を
内
服
し

て
い
る
方
で
、
３
か
月
以
上
内
服
を
続
け
て
い
る
場
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